
                       ＜参加メンバー＞ １２人（男性９人、女性３人）       ＜天 候＞ 曇り後晴れ 

 

＜ コ ー ス タ イ ム  ＞ 

JR川西池田駅北側７：００集合・出発 ― 名神・湖西道路 

― 9:00着 坊村 9:19 出発 ― 11:18 雪道ルート分岐 ― 

12:24 御殿山 ― 12:31 ワサビ峠 ― 13:18 武奈ヶ岳頂上

13:31 発 ― 14:08 ワサビ峠 ― 14:17 御殿山 ― 14:36

雪道ルート分岐 ― 14:53 夏道ルートとの合流点 ― 

15:58 明王院（坊村） ― 16:09 坊村（駐車場） 

＜ 山 行 の 概 要 ＞ 

新年の雪山泊山行はコロナ禍の中で中止となり、今回の日帰り武奈ヶ岳

山行に多くの会員が集中した。日本列島を覆う寒波により日本海側の豪雪

が報道される中、山行を実施したが、坊村までの積雪、凍結状況は大した

ことはなかった。山行は計画どおりの行程で行えたが、予想に反して積雪

量は多くなく、ラッセルを楽しめるかと思っていたがラッセルすることも

なく、何か肩すかしの思いを持った。しかし、比良の素敵な雪山山行は楽

しめた。だが、あまりにも多くの登山者がいて何か興ざめた緊張感のない

思いもした。 

 
 

     

１．坊村の公衆トイレ前で出発の準備をする  ２．登山口の明王院へと向かう  ３．登山口から上がってすぐのところが凍結し
ており、早速アイゼンを装着する 

     

４．しばらくは積雪状況はこのように多くない  ５．徐々に雪が深くなり、雪道ルート分岐のと
ころで雪道ルートに入る 

 ６．御殿山に到着 
  何が御殿なのか？何でもない小ピークで
ある 

 

 

 

 

 

７．ワサビ峠を過ぎ、いい感じの雪山歩きを楽し
む 

 ８．この雪山景観、これぞ冬の武奈ヶ岳 
  来て良かったと思った 
   

 ９．この西南稜の雪の景観 
  今回も素敵でした 
   

                         
 

 



     

１０．武奈ヶ岳の頂上はもうすぐ  １１．頂上に到着 全員集合  １２．下山を開始する 

 

 

 

 

１３．ワサビ峠を通過し、御殿山へと進む  １４．雪道ルートと夏道の分岐、ここからまた
雪道ルートへと進む 

 １５．夏道ルートとの合流点に到着 

     

１６．急な下りを経て明王院に到着し、アイゼン
をはずす 

 １７．明王院の前を通り、坊村の駐車場へと向 
かう 

 １８．無事下山、駐車場に到着した。 
    参加のみなさん、お疲れ様でした。 

 


